
プライムニュース(2021年5月3日 BSフジ)
自衛隊違憲論に終止符を打つのは国会議員の責任

憲法記念日の5月 3日に放送されたプライムニュースに安倍前総
理が出演し『違憲論に終止符を打つのは国会議員の責任』と訴えた。
安倍前総理は自衛隊について「合憲と言い切れる憲法学者は

3割前後しかなく、危険を顧みずに日本のために任務を遂行す
る自衛隊基地の横には “自衛隊は憲法違反 ”という看板がかけら
れたり、自衛隊員の家族や子供の前で『自衛隊は憲法違反』と
叫んでる人が残念ながらいる。自衛隊は血の滲む努力で国民からもっ
とも信頼される組織と国民から信頼を勝ち取ったが、言われなき批判をずっ
とされてきた。今になって『信頼されてるからいいだろ！』と言ってる人達
が少し前まで自衛隊を誹謗中傷してたのは事実であり、違憲論に終止符を打
つのは国会議員の責任」と語った。
また安倍前総理は憲法議論が進まない国会について「憲法審査会で全然審

議しないことは税金の無駄遣いと思う国民は多いのでは？自民党改憲案に反
対なら反対で議論すればいいのに議論拒否＝議論で勝てないことが怖くて審
議に応じないの？憲法議論がわかりにくいのは反対派が議論しないことが原
因」と『安倍政権下では議論をしない』と主張し安倍政権時より憲法議論か
ら逃げ続けてる立憲民主党や共産党に苦言を呈した。

国民のために議論しない野党は猛暑すべき
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欧米は中国共産党肝いりの中国語教育機関である孔子学院をスパイとみなし、
自国の未来を担う次世代が中国の喧伝工作のターゲットになってることを安全保障の脅威と認識。

その孔子学院の実態について自民党 有村治子議員が国会で言及。、
世界が危険視してる孔子学院を日本の大学に置くことは相応しいのかよく考えるべきでは？
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